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３．施策の評価

市民

【総合評価】
今後の方向性、課
題解決のための事
務事業の見直しな
ど

・犯罪発生件数、交通人身事故件数では、計画より若干増加している。
・火災発生件数は、計画より大きく増加した。

施策の効果向上に
向けての市民と行
政の役割分担

成果目標（指標
計画値）と現状
との比較

近隣との比較

行政

自分の身は自分で守るという考え方に立ち、家族ぐるみで防犯対策、防火防災対策や交通マナーの
向上に努める。

犯罪、交通死亡事故情報を提供し、防犯、交通安全活動の支援を行う。
消防防災設備等の充実と地域の防災力を高めるため自主防災組織への支援を行う。

・犯罪発生件数は、豊田市・豊明市・刈谷市では減少、日進市・東郷町は増加、本市は微増した。
・交通人身事故は、本市・刈谷市で減少、豊田市・日進市・豊明市東郷町で増加した。
・火災発生件数は、豊田市・日進市・豊明市は減少、刈谷市・東郷町と本市は増加した。

低い

項目 評価のコメント

市民意識 重要度 高い 満足度

・成果を向上させることは一人一人が防犯、交通安全、火災予防、防災対策それぞれの意識を持つことが大
切であり、意識付けを行うための啓発活動を行うことにより発生件数の減少につながる。
・現在、犯罪の発生については微増ではあるが増加傾向にあるため、市民の不安を取り除く方策として自主
防犯パトロール隊への継続的な支援と連携の強化。また、深夜の犯罪抑止のための深夜防犯パトロールの
継続などや、併せて、交通防犯の指導や相談窓口として安心ステーションを有効活用した活動を重点に実
施することが必要である。

普段から自分の身は自分で守る意識を持つことが必要であり、①交通安全では県民運動を通じた啓発や幼
児から高齢者までを対象とした交通安全教室の実施②安全な道路づくりとして、歩道や道路防護柵等の整
備や公安委員会へ信号機等の設置について要望③防犯では、地区自主防犯組織の支援、深夜防犯パト
ロールの継続及び防犯情報の提供や防犯カメラの普及・防犯灯の設置④消防では、防火意識を高めるた
め、女性消防団による一般家庭の防火訪問や防火ＰＲ⑤防災では、地域の防災力向上のための防災リー
ダーの養成、防災意識高揚のための防災マップの見直し、災害時の情報伝達のための防災行政無線のデ
ジタル化などを実施する。

【優先度評価】
成果向上の余地、
市長マニフェストと
の結びつき、緊急度
など
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・犯罪発生件数、多少の増減はあるものの同じような数値で推移している。
・交通人身事故件数は、3年連続で減少している。
・火災発生件数は、増加している。
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